
　

４
月
20
日
現
在
の
日
本
医
労
連

の
回
答
状
況
は
、
回
答
数
２
４
２

組
合
中
、
パ
ー
ト
を
含
む
ベ
ア
が

55
組
合
・
ベ
ア
平
均
額
９
７
６
円

で
前
年
水
準
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
厚
労
で
は
残
念
な
が
ら
定
昇
回

答
止
ま
り
で
す
が
、
い
く
つ
か
の

手
当
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
薬
剤
師
欠
員
状
態

へ
の
対
応
に
、
月
２
万
円
の
手
当

を
新
設
。
福
島
で
は
病
院
勤
務
の

社
会
福
祉
士
に
出
て
い
な
か
っ
た

手
当
を
支
給
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
富
山
で
は
助
産
師
技
術

手
当
を
現
行
３
千
円
か
ら
５
千
円

に
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
に
第
３
回
の
団
交

（
経
営
協
議
会
）
を
行
っ
た
長
野

で
は
、
併
せ
て
待
機
集
会
と
長
野

駅
前
で
の
白
衣
の
宣
伝
を
行
い
ま

し
た
。
交
渉
に
入
ら
な
い
メ
ン

バ
ー
約
60
名
は
、
３
人
ず
つ
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
駅
前
の
広
場

に
散
ら
ば
り
、
約
40
分
間
の
行
動

で
３
１
１
筆
の
増
員
署
名
を
集
約
。

各
支
部
代
表
が
代
わ
る
が
わ
る
マ

イ
ク
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
（
写
真
左
上
）。

　

交
渉
で
は
、
具
体
的
な
改
善
に

ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

「
扶
養
手
当
」
を
第
２
子
以
降
も

同
額
支
給
す
る
こ
と
や
土
曜
休
診

日
の
出
勤
に
法
定
休
日
手
当
を
支

給
す
る
等
の
要
求
に
対
し
て
、
給

与
委
員
会
を
開
催
し
検
討
し
て
い

く
と
の
前
向
き
な
回
答
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

福
島
で
は
各
分
会
で
平
日
毎
日
、

職
場
持
ち
回
り
で
朝
ビ
ラ
を
作
成
、

配
布
し
て
い
ま
す
。
各
職
場
の
特

長
が
表
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ラ
が

好
評
で
す
（
写
真
下
）。
サ
ー
ビ

ス
残
業
の
改
善
や
介
護
職
の
処
遇

改
善
な
ど
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

朝
ビ
ラ
で

盛
り
上
げ
・
福
島

朝
ビ
ラ
で

盛
り
上
げ
・
福
島

駅
前
で

白
衣
宣
伝
・
長
野

駅
前
で

白
衣
宣
伝
・
長
野

　政府は、「医療保険制度改革法案」を今国会で成立さ
せようとしています。国保運営の都道府県化による医療
費抑制、入院給食費の自己負担増、紹介状なしでの大
病院受診時の定額負担、「患者申出療養」の創設など、
患者を病院から閉め出していくものです。４月16日には
本田宏先生ら呼びかけの「ヒューマン・チェーン」国会前
行動、17日には全労連・国民春闘共闘主催の厚労省前
行動が行われ、約１千名が抗議の声を上げました。

2015年 6月12日（金）13：30（13時受付）
               ～13日（土）12：00

参加申し込みは全厚労・各県労組まで

日時

場所

記念
講演

参加費 23,000円（全日程）

「子どもを安心して産み育てられる
              医療職場を目指して（仮題）」
ジャーナリスト　小林美希さん

シーサイドホテル舞子ビラ神戸
〒655-0047 神戸市垂水区東舞子町18-11
TEL078-706-3711

第38回

15春闘

「
患
者
締
め
出
し
」を
許
す
な
！

「
患
者
締
め
出
し
」を
許
す
な
！ 

〜
国
会・厚
労
省
前
で
抗
議

 

〜
国
会・厚
労
省
前
で
抗
議

ねばり強く闘うねばり強く闘うねばり強く闘う
　
15
春
闘
も
終
盤
戦
を
迎
え
て
い
ま
す
。
自
動
車
・
電
機

な
ど
の
製
造
業
や
小
売
業
な
ど
の
一
部
は
、
ベ
ア
（
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
）
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
物
価
高
に
追
い
つ
く

水
準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
労
働
者
全
体
で
は
22
ヶ
月

連
続
の
実
質
賃
金
の
低
下
で
、
国
民
に
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【1面】15春闘頑張る・医療制度法案廃案へ
【2面】医労連役員セミナーに参加して

石巻・女川被災地視察ツアー
【3面】労働法制改悪ＮＯ！・平和行進始まる

http://www.zenkouro.org/

東京都台東区入谷
１－９－５
０３－３８７４－３５９１
０３－３８７４－３５９３

〒110-
0013
ＴＥＬ
ＦＡＸ

今号のわだい今号のわだい今号のわだい

（1） 2015年４月20日 第422号全 厚 労 ニ ュ ー ス



る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
別
の

派
遣
先
」
は
、「
別
の
部
署
」

で
も
構
わ
ず
、課
が
違
え
ば
「
Ｏ

Ｋ
」
で
、
派
遣
の
ま
ま
で
働
か

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

現
行
で
は
、
医
師
・
看
護
師

な
ど
の
「
医
療
職
」
の
派
遣
は
、

紹
介
予
定
派
遣
（
一
定
期
間
後

に
、
直
接
雇
用
を
前
提
と
す
る

も
の
）、
産
休
育
休
代
替
、
社

会
福
祉
施
設
等
で
の
勤
務
な
ど

で
は
認
め
ら
れ
て
い
て
、
例
外

扱
い
で
す
が
、
派
遣
職
種
の
拡

大
も
進
ん
で
い
く
こ
と
は
必
至

で
す
。

　

労
働
者
派
遣
法
改
正
案
は
、

こ
れ
ま
で
の
国
会
で
も
多
く
の

労
働
者
の
反
対
や
法
律
上
の
不

備
で
２
度
も
廃
案
に
な
っ
た
も

の
。
雇
用
不
安
定
で
低
賃
金
な

非
正
規
労
働
者
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
は
、
少
子
高
齢
化
対
策

に
も
逆
行
し
、
社
会
保
険
・
年

金
制
度
な
ど
の
破
綻
に
も
繋
が

り
か
ね
な
い
も
の
で
す
。

す
る
規
定
は
、
対
象
労
働
者
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
」
と
定

め
、
残
業
代
や
深
夜
割
増
賃
金

の
不
払
い
を
合
法
化
す
る
制
度

で
あ
り
、
２
０
０
７
年
に
第
１

次
安
倍
内
閣
が
国
会
提
出
断
念

に
追
い
込
ま
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
そ

の
も
の
で
す
。
年
収
要
件
も
当

初
は
１
０
７
５
万
円
以
上
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

省
令
で
定
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、

財
界
が
提
言
で
示
し
て
い
る

「
年
収
４
０
０
万
円
以
上
」
の

水
準
に
下
げ
ら
れ
て
い
く
恐
れ

は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　
「
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
」
も
、

「
派
遣
労
働
」
を
永
久
化
し
て

し
ま
う
と
ん
で
も
な
い
法
案
で

す
。
そ
も
そ
も
「
派
遣
労
働
」
は
、

「
常
用
雇
用
代
替
の
禁
止
」「
派

遣
の
受
け
入
れ
は
一
時
的
・
臨

時
的
業
務
に
限
定
」
が
大
原
則

で
、
労
働
者
は
直
接
雇
用
が
基

本
で
す
。
こ
れ
は
戦
前
の
人
貸

し
業
な
ど
中
間
搾
取
や
非
人
間

的
な
労
働
を
な
く
す
た
め
に
、

戦
後
の
民
主
化
で
「
間
接
雇
用
」

を
全
面
禁
止
し
、
直
接
雇
用
を

原
則
と
し
た
職
業
安
定
法
が
作

ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

派
遣
労
働
が
可
能
に
な
っ
た

今
で
も
、
現
行
法
で
は
企
業
が

同
じ
業
務
で
派
遣
を
使
え
る
の

は
原
則
１
年
間
で
あ
り
、
最
長

で
も
３
年
間
に
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

改
悪
案
で
は
、
派
遣
労
働
者

を
３
年
で
取
り
替
え
る
だ
け
で
、

い
つ
ま
で
も
同
じ
業
務
に
派
遣

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
３
年
経
て
ば
派
遣
先
の
直

接
雇
用
に
な
れ
る
と
い
う
正
規

へ
の
道
も
閉
ざ
さ
れ
、
３
年
後

に
は
別
の
派
遣
先
を
紹
介
さ
れ

　

ご
存
じ
の
通
り
、
労
働
基
準

法
は
「
労
働
者
の
最
低
限
の
ル

ー
ル
」
で
す
が
、
今
回
導
入
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
は
、

「
一
日
８
時
間
週
40
時
間
労
働

制
」（
労
基
法
32
条
）
を
始
め
、

時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
り
増

し
賃
金
支
払
い
（
同
37
条
）
規

制
を
取
り
払
い
、
際
限
な
き
長

時
間
労
働
を
強
い
る
も
の
で
す
。

安
倍
首
相
は
「
長
時
間
労
働
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者

が
、
そ
の
健
康
を
確
保
し
つ
つ
、

創
造
的
な
能
力
を
発
揮
し
な
が

ら
効
率
的
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
」
こ
と
が

目
的
な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
法
案
で
は
「
こ
の
章
で

定
め
る
労
働
時
間
、
休
憩
、
休

日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
に
関

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
の

労
働
基
準
法
改
悪

３
年
毎
に
部
署
変
え
れ
ば

永
久
派
遣
労
働
者
に
！

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
の

労
働
基
準
法
改
悪

３
年
毎
に
部
署
変
え
れ
ば

永
久
派
遣
労
働
者
に
！

あ
な
た
も
平
和
大
行
進
へ
参
加
し
よ
う

あ
な
た
も
平
和
大
行
進
へ
参
加
し
よ
う

あ
な
た
も
平
和
大
行
進
へ
参
加
し
よ
う

　
い
ま
国
会
で「
働
く
ル
ー
ル
」を
破
壊
す
る
労

働
法
制
の
大
改
悪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。た
だ
で
さ
え
巷
で
は
長
時
間
労
働
が
蔓
延
し
、

昨
年
秋
に「
過
労
死
防
止
法
」が
成
立
し
た
ば
か

り
で
す
。Ｅ
Ｕ
並
み
の
労
働
時
間
規
制
や
イ
ン
タ

ー
バ
ル（
勤
務
間
隔
）規
制
こ
そ
必
要
な
の
に
、日

本
で
は
逆
行
す
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　今から約130年前、12～ 14時間労働が当たり前だった
中で、1886年5月1日、アメリカの労働者35万人が、「8
時間は仕事に、8時間は休息に、残りの時間は自由に」と
「8時間労働制」を掲げて全国的規模でたたかい、その結果、
一時20万人近い労働者が「８時間労働制」を勝ち取りました。
　ところがその後、資本家らの弾圧・事件捏造によって労
働組合幹部が処刑され、8時間労働制も反故にされてしまい
ました。アメリカ労働総同盟（AFL）は、1890年5月1日
のゼネラル・ストライキ（全国的なスト）を提起、このア
メリカ労働者の闘いに、全世界的な労働者の統一運動とし
てヨーロッパの労働者が応え、「第1回国際メーデー」が行
なわれました。
　日本では1920年に東京・上野公園で第1回メーデーが行
なわれ、1 万人が参加、スローガンには「８時間労働制」の他、
「シベリア即時撤兵」も掲げられました。戦争中10年間禁
止されたあと、終戦翌年の46年から復活して今日へと続い
ています。
　今日、「8時間労働制」を根底から崩す「残業代ゼロ法案」
や「戦争する国づくり」が進められようとする中で、メー
デーのたたかいと意味をもう一度捉え直す必要があるので
はないでしょうか。

　知っていますか？５月１日は、“労働者の祭典”
と言われるメーデーです。“メーデー ”には世界
各地で労働者たちが統一して権利要求と国際連
帯を求めて集会やデモを行っています。

昨
年
の
茨
城
・
つ
く
ば
メ
ー
デ
ー
か
ら

「８時間労働制」がメーデーの起源

残
業
代
ゼ
ロ
！

　
　
生
涯
非
正
規
！

残
業
代
ゼ
ロ
！

　
　
生
涯
非
正
規
！

と
ん
で
も
な
い
！！

と
ん
で
も
な
い
！！

労
働
法
制
改
悪

た
鉄
柱
な
ど
が
見
ら
れ
、
津
波

の
脅
威
を
今
な
お
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
木
造
と
プ
レ
ハ

ブ
店
舗
50
店
が
軒
を
連
ね
て
い

る
「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」

や
石
ノ
森
萬
画
館
、
日
和
山
公

園
、
津
波
に
よ
る
火
災
で
焼
け

た
門
脇
小
学
校
を
視
察
し
ま
し

た
。
日
和
山
公
園
で
は
震
災
時

多
く
の
住
民
が
登
っ
た
階
段
を

実
際
に
参
加
者
で
登
っ
て
み
ま

し
た
。
階
段
は
急
で
段
数
も
多

く
、
息
を
切
ら
し
て
登
っ
て
い

る
と
震
災
時
に
こ
の
階
段
を
登

っ
た
人
々
の
気
持
ち
が
胸
に
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
で
し
た
。
高

台
の
日
和
山
公
園
で
は
東
日
本

大
震
災
の
最
大
の
被
災
地
域
と

言
わ
れ
て
い
る
門
脇
・
南
浜
町
、

石
巻
市
中
心
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
瓦
礫
が
撤
去
さ

れ
一
面
に
更
地
と
な
っ
た
姿
は
、

震
災
前
の
住
宅
が
多
く
密
集
し

て
い
る
写
真
と
比
べ
る
と
、
津

波
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
が
歴

然
と
分
か
り
ま
し
た
。
日
和
山

公
園
は
ち
ょ
う
ど
桜
が
見
頃
で
、

お
花
見
を
す
る
地
元
の
人
々
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
々
や
消
え
た
街
並
み
を

偲
び
、
日
和
山
の
美
し
い
桜
と

地
元
の
方
々
の
楽
し
げ
な
姿
は

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
石
巻

の
名
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
（
書
記
局
・
加
藤
ふ
み
）

　
「
被
災
地
視
察
コ
ー
ス
」
は

小
玉
高
弘
・
宮
城
県
医
労
連
書

記
長
の
ガ
イ
ド
の
も
と
石
巻
・

女
川
方
面
を
回
り
、
津
波
に
よ

る
被
災
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

バ
ス
車
内
で
は
資
料
を
元
に

「
復
興
予
算
は
ど
う
使
わ
れ
た

か
」、「
震
災
が
な
け
れ
ば
延
命

で
き
た
関
連
死
９
０
０
人
」、

「
進
む
人
口
流
出
」
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
宮
城
県
の
置
か

れ
る
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
震
災
直
後
の
石

巻
・
女
川
の
病
院
従
事
者
の
体

験
も
紹
介
さ
れ
、
あ
ま
り
の
過

酷
さ
と
悲
惨
さ
に
、
話
を
聞
い

て
涙
ぐ
む
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
ま
ず
新
設
さ
れ
た
女

川
町
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ

Ｒ
女
川
駅
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。Ｊ
Ｒ
石
巻
線
は
15
年
３
月

21
日
に
全
線
が
開
通
。
駅
舎
は

世
界
的
に
有
名
な
建
築
家
の
設

計
で
、
開
通
に
あ
わ
せ
て
町
開

き
も
行
わ
れ
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
か
ら

本
格
的
に
町
の
復
興
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
高
台
に

あ
る
女
川
町
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
か
ら
は
、
津
波
に

よ
り
消
え
た
町
並
み
や
曲
が
っ

　

４
月
19
日
午
後
は
、
医
労
連

役
員
セ
ミ
ナ
ー
の
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
と
し
て
「
被
災
地
視

察
コ
ー
ス
」
と
「
イ
チ
ゴ
農
家

支
援
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、
バ

ス
で
行
動
し
ま
し
た
。

　

中
田
進
先
生
（
関
西
勤
労
者

学
習
協
会
副
会
長
）
は
、
講
座

「
い
き
い
き
と
は
た
ら
き
続
け

る
た
め
に
〜
労
働
組
合
と
私
た

ち
〜
」
の
中
で
、
関
西
ご
出
身

な
ら
で
は
の
楽
し
い
語
り
口
で

日
本
国
憲
法
原
文
を
分
か
り
や

す
く
読
み
解
い
て
い
た
だ
き
、

「
働
く
と
は
」
を
改
め
て
見
つ

め
な
お
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
い
ま
の
労
働
条
件
は
先
輩
た

ち
が
労
働
組
合
の
力
で
勝
ち
取

っ
て
き
た
も
の
。
職
場
の
権
利

や
労
働
条
件
、
人
間
関
係
が
壊

れ
る
と
き…

仲
間
が
職
場
を
去

り
ま
す
。
患
者
や
家
族
の
辛
さ

を
感
じ
取
る
力
、
良
い
医
療
は

自
分
自
身
が
心
も
身
体
も
元
気

で
あ
っ
て
こ
そ
で
き
る
。
命
を

預
か
る
医
療
機
関
だ
か
ら
こ
そ

労
働
組
合
が
重
要
で
す
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。「
消
費
税
増

税
の
一
方
、
医
療
・
社
会
保
障

が
切
り
捨
て
ら
れ
、
ト
ヨ
タ
が

喜
ぶ
大
企
業
減
税
や
『
戦
争
す

る
国
づ
く
り
』
の
予
算
に
充
て

ら
れ
る
な
か
で
、
政
治
を
変
え

る
以
外
に
国
民
の
幸
せ
は
な

い
」
と
も
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

　

４
月
18
日
、
19
日
に
宮
城
県

松
島
海
岸
・
ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
に
て
「
日
本
医
労
連
・
加
盟

組
織
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催

さ
れ
、全
厚
労
か
ら
茨
城
、三
重
、

徳
島
、
長
野
、
本
部
と
計
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
、

３
名
の
講
師
の
方
か
ら
労
働
組

合
に
関
す
る
講
義
を
聞
き
、
学

習
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
野
千
香
子
・
医
労
連
中
央

執
行
委
員
長
の
講
座
「
日
本
医

労
連
の
運
動
の
歴
史
と
今
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
」
で
は
、
当
時

の
看
護
師
が
組
合
活
動
で
奮
闘

し
た
様
子
を
白
黒
写
真
や
記
事

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
医
療

労
働
者
の
長
く
続
く
た
た
か
い

の
歴
史
を
知
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

吉
村
得
王
彦
・
共
済
局
局
長

の
講
座
「
共
済
を
広
げ
て
組
合

を
広
げ
よ
う
」
で
は
、
医
労
連

共
済
と
民
間
保
険
と
を
比
較
し

な
が
ら
、
共
済
に
つ
い
て
詳
し

く
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

れ
興
味
の
あ
る
講
座
に
分
か
れ

て
学
習
し
ま
し
た
。「
賃
金
の

仕
組
み
や
特
徴
を
学
ぼ
う
」、

「
組
合
活
動
の
Ａ
・Ｂ
・Ｃ
」、「
読

ま
れ
る
新
聞
づ
く
り
」、「
労
基

法
を
学
ぶ
」、「
職
場
の
労
働
安

全
衛
生
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
な

ど
５
つ
の
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。

「
労
基
法
を
学
ぶ
」
で
は
青
龍

美
和
子
弁
護
士
（
東
京
法
律
事

務
所
）
が
労
働
基
準
法
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
参

加
者
か
ら
の
「
お
昼
休
み
時
間

に
自
主
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
る
」
や

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
労
災
と

し
て
認
め
ら
れ
る
か
？
」
等
の

相
談
事
を
法
律
的
観
点
か
ら
説

明
さ
れ
、
労
基
法
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
労
基
法
で
守
ら
れ
る
べ
き

権
利
行
使
の
た
め
労
働
者
は
声

を
上
げ
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

（
書
記
局
・
加
藤
ふ
み
）

復
興
未
だ
進
ま
ず

労
働
者
の
権
利
守
る

私
た
ち
の
役
割

命
守
る
職
場
だ
か
ら

労
働
組
合
が
大
事

医
労
連
役
員
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

被
災
地
視
察
ツ
ア
ー

7/77/7

7/167/16

7/227/22

6/256/25

青森

秋田 岩手

5/315/31

6/246/24

6/136/13

7/27/27/47/47/97/97/207/20

7/307/30

7/147/14

7/27/2

7/167/16

7/267/26

8/18/1

7/97/9

6/66/6

6/46/4

6/146/14
6/136/136/116/11
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7/137/13 7/117/11

7/217/21

7/167/167/87/8 7/217/21

5/75/7

5/195/19

5/315/31

6/116/11

6/166/166/216/21

6/266/26

6/86/8

6/286/28

6/186/186/306/30

7/77/77/167/167/267/26

7/87/8

宮城
山形

福島

新潟

群馬 栃木 茨城

千葉
埼玉

東京

神奈川

山梨

長野

富山

石川

福井 岐阜

静岡愛知三重

滋賀

奈良

和歌山

大阪

京都

兵庫
鳥取

岡山

島根

広島

山口

香川

徳島

愛媛

高知

佐賀長崎

福岡

熊本

宮崎

大分

鹿児島

朝日町朝日町

6/46/4

夢の島夢の島

5/65/6

上野公園

7/23

平和公園

8/4

愛南町

7/10

えびの市えびの市

6/246/24
宿毛市宿毛市

5/105/10

平和公園平和公園

7/57/5

5/315/31

6/146/14

新宮市新宮市

5/85/8

松山公園

8/6

5/305/30

旭川旭川

小樽小樽

函館函館

網走網走

砂川砂川

札幌札幌

苫小牧苫小牧

北海道

留萌留萌

稚内稚内

猿払猿払

紋別紋別

幌延幌延

礼文島礼文島

5/65/6

えりもえりも

根室根室

6/22～236/22～23

那覇市那覇市
6/216/21

奄美奄美

名護市名護市

6/146/14

沖縄沖縄

日程・コース

2015年
国民平和大行進

熱
弁
を
ふ
る
う
中
田
進
先
生

女川・きぼうのかね商店街。お店の創作ポスター総選挙

石巻市中瀬、地盤沈下している。左上の方に石ノ森萬画館

日和山から望む門脇・南浜町。墓石以外はほとんど何もない

車などが打ち寄せられ、三日三晩火事が続いた門脇小学校

16ｍ以上の津波は、旧女川町立病院の１階まで届いた

女川町地域医療センターを下の道路から見上げたところ

日和山の階段を参加者で登る。
息が切れて膝が笑う

（3） 2015年４月20日 第422号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2015年４月20日 第422号全 厚 労 ニ ュ ー ス



る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
別
の

派
遣
先
」
は
、「
別
の
部
署
」

で
も
構
わ
ず
、課
が
違
え
ば
「
Ｏ

Ｋ
」
で
、
派
遣
の
ま
ま
で
働
か

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

現
行
で
は
、
医
師
・
看
護
師

な
ど
の
「
医
療
職
」
の
派
遣
は
、

紹
介
予
定
派
遣
（
一
定
期
間
後

に
、
直
接
雇
用
を
前
提
と
す
る

も
の
）、
産
休
育
休
代
替
、
社

会
福
祉
施
設
等
で
の
勤
務
な
ど

で
は
認
め
ら
れ
て
い
て
、
例
外

扱
い
で
す
が
、
派
遣
職
種
の
拡

大
も
進
ん
で
い
く
こ
と
は
必
至

で
す
。

　

労
働
者
派
遣
法
改
正
案
は
、

こ
れ
ま
で
の
国
会
で
も
多
く
の

労
働
者
の
反
対
や
法
律
上
の
不

備
で
２
度
も
廃
案
に
な
っ
た
も

の
。
雇
用
不
安
定
で
低
賃
金
な

非
正
規
労
働
者
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
は
、
少
子
高
齢
化
対
策

に
も
逆
行
し
、
社
会
保
険
・
年

金
制
度
な
ど
の
破
綻
に
も
繋
が

り
か
ね
な
い
も
の
で
す
。

す
る
規
定
は
、
対
象
労
働
者
に

つ
い
て
は
適
用
し
な
い
」
と
定

め
、
残
業
代
や
深
夜
割
増
賃
金

の
不
払
い
を
合
法
化
す
る
制
度

で
あ
り
、
２
０
０
７
年
に
第
１

次
安
倍
内
閣
が
国
会
提
出
断
念

に
追
い
込
ま
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
そ

の
も
の
で
す
。
年
収
要
件
も
当

初
は
１
０
７
５
万
円
以
上
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

省
令
で
定
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、

財
界
が
提
言
で
示
し
て
い
る

「
年
収
４
０
０
万
円
以
上
」
の

水
準
に
下
げ
ら
れ
て
い
く
恐
れ

は
十
分
に
あ
り
ま
す
。

　
「
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
」
も
、

「
派
遣
労
働
」
を
永
久
化
し
て

し
ま
う
と
ん
で
も
な
い
法
案
で

す
。
そ
も
そ
も
「
派
遣
労
働
」
は
、

「
常
用
雇
用
代
替
の
禁
止
」「
派

遣
の
受
け
入
れ
は
一
時
的
・
臨

時
的
業
務
に
限
定
」
が
大
原
則

で
、
労
働
者
は
直
接
雇
用
が
基

本
で
す
。
こ
れ
は
戦
前
の
人
貸

し
業
な
ど
中
間
搾
取
や
非
人
間

的
な
労
働
を
な
く
す
た
め
に
、

戦
後
の
民
主
化
で
「
間
接
雇
用
」

を
全
面
禁
止
し
、
直
接
雇
用
を

原
則
と
し
た
職
業
安
定
法
が
作

ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

派
遣
労
働
が
可
能
に
な
っ
た

今
で
も
、
現
行
法
で
は
企
業
が

同
じ
業
務
で
派
遣
を
使
え
る
の

は
原
則
１
年
間
で
あ
り
、
最
長

で
も
３
年
間
に
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

改
悪
案
で
は
、
派
遣
労
働
者

を
３
年
で
取
り
替
え
る
だ
け
で
、

い
つ
ま
で
も
同
じ
業
務
に
派
遣

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
３
年
経
て
ば
派
遣
先
の
直

接
雇
用
に
な
れ
る
と
い
う
正
規

へ
の
道
も
閉
ざ
さ
れ
、
３
年
後

に
は
別
の
派
遣
先
を
紹
介
さ
れ

　

ご
存
じ
の
通
り
、
労
働
基
準

法
は
「
労
働
者
の
最
低
限
の
ル

ー
ル
」
で
す
が
、
今
回
導
入
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
は
、

「
一
日
８
時
間
週
40
時
間
労
働

制
」（
労
基
法
32
条
）
を
始
め
、

時
間
外
労
働
に
対
す
る
割
り
増

し
賃
金
支
払
い
（
同
37
条
）
規

制
を
取
り
払
い
、
際
限
な
き
長

時
間
労
働
を
強
い
る
も
の
で
す
。

安
倍
首
相
は
「
長
時
間
労
働
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者

が
、
そ
の
健
康
を
確
保
し
つ
つ
、

創
造
的
な
能
力
を
発
揮
し
な
が

ら
効
率
的
に
働
く
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
」
こ
と
が

目
的
な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
法
案
で
は
「
こ
の
章
で

定
め
る
労
働
時
間
、
休
憩
、
休

日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
に
関

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
の

労
働
基
準
法
改
悪

３
年
毎
に
部
署
変
え
れ
ば

永
久
派
遣
労
働
者
に
！

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
の

労
働
基
準
法
改
悪

３
年
毎
に
部
署
変
え
れ
ば

永
久
派
遣
労
働
者
に
！

あ
な
た
も
平
和
大
行
進
へ
参
加
し
よ
う

あ
な
た
も
平
和
大
行
進
へ
参
加
し
よ
う

あ
な
た
も
平
和
大
行
進
へ
参
加
し
よ
う

　
い
ま
国
会
で「
働
く
ル
ー
ル
」を
破
壊
す
る
労

働
法
制
の
大
改
悪
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。た
だ
で
さ
え
巷
で
は
長
時
間
労
働
が
蔓
延
し
、

昨
年
秋
に「
過
労
死
防
止
法
」が
成
立
し
た
ば
か

り
で
す
。Ｅ
Ｕ
並
み
の
労
働
時
間
規
制
や
イ
ン
タ

ー
バ
ル（
勤
務
間
隔
）規
制
こ
そ
必
要
な
の
に
、日

本
で
は
逆
行
す
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　今から約130年前、12～ 14時間労働が当たり前だった
中で、1886年5月1日、アメリカの労働者35万人が、「8
時間は仕事に、8時間は休息に、残りの時間は自由に」と
「8時間労働制」を掲げて全国的規模でたたかい、その結果、
一時20万人近い労働者が「８時間労働制」を勝ち取りました。
　ところがその後、資本家らの弾圧・事件捏造によって労
働組合幹部が処刑され、8時間労働制も反故にされてしまい
ました。アメリカ労働総同盟（AFL）は、1890年5月1日
のゼネラル・ストライキ（全国的なスト）を提起、このア
メリカ労働者の闘いに、全世界的な労働者の統一運動とし
てヨーロッパの労働者が応え、「第1回国際メーデー」が行
なわれました。
　日本では1920年に東京・上野公園で第1回メーデーが行
なわれ、1 万人が参加、スローガンには「８時間労働制」の他、
「シベリア即時撤兵」も掲げられました。戦争中10年間禁
止されたあと、終戦翌年の46年から復活して今日へと続い
ています。
　今日、「8時間労働制」を根底から崩す「残業代ゼロ法案」
や「戦争する国づくり」が進められようとする中で、メー
デーのたたかいと意味をもう一度捉え直す必要があるので
はないでしょうか。

　知っていますか？５月１日は、“労働者の祭典”
と言われるメーデーです。“メーデー ”には世界
各地で労働者たちが統一して権利要求と国際連
帯を求めて集会やデモを行っています。

昨
年
の
茨
城
・
つ
く
ば
メ
ー
デ
ー
か
ら

「８時間労働制」がメーデーの起源

残
業
代
ゼ
ロ
！

　
　
生
涯
非
正
規
！

残
業
代
ゼ
ロ
！

　
　
生
涯
非
正
規
！

と
ん
で
も
な
い
！！

と
ん
で
も
な
い
！！

労
働
法
制
改
悪

た
鉄
柱
な
ど
が
見
ら
れ
、
津
波

の
脅
威
を
今
な
お
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
、
木
造
と
プ
レ
ハ

ブ
店
舗
50
店
が
軒
を
連
ね
て
い

る
「
き
ぼ
う
の
か
ね
商
店
街
」

や
石
ノ
森
萬
画
館
、
日
和
山
公

園
、
津
波
に
よ
る
火
災
で
焼
け

た
門
脇
小
学
校
を
視
察
し
ま
し

た
。
日
和
山
公
園
で
は
震
災
時

多
く
の
住
民
が
登
っ
た
階
段
を

実
際
に
参
加
者
で
登
っ
て
み
ま

し
た
。
階
段
は
急
で
段
数
も
多

く
、
息
を
切
ら
し
て
登
っ
て
い

る
と
震
災
時
に
こ
の
階
段
を
登

っ
た
人
々
の
気
持
ち
が
胸
に
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
で
し
た
。
高

台
の
日
和
山
公
園
で
は
東
日
本

大
震
災
の
最
大
の
被
災
地
域
と

言
わ
れ
て
い
る
門
脇
・
南
浜
町
、

石
巻
市
中
心
部
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
瓦
礫
が
撤
去
さ

れ
一
面
に
更
地
と
な
っ
た
姿
は
、

震
災
前
の
住
宅
が
多
く
密
集
し

て
い
る
写
真
と
比
べ
る
と
、
津

波
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
が
歴

然
と
分
か
り
ま
し
た
。
日
和
山

公
園
は
ち
ょ
う
ど
桜
が
見
頃
で
、

お
花
見
を
す
る
地
元
の
人
々
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
方
々
や
消
え
た
街
並
み
を

偲
び
、
日
和
山
の
美
し
い
桜
と

地
元
の
方
々
の
楽
し
げ
な
姿
は

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
石
巻

の
名
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
感

じ
ま
し
た
。

　
（
書
記
局
・
加
藤
ふ
み
）

　
「
被
災
地
視
察
コ
ー
ス
」
は

小
玉
高
弘
・
宮
城
県
医
労
連
書

記
長
の
ガ
イ
ド
の
も
と
石
巻
・

女
川
方
面
を
回
り
、
津
波
に
よ

る
被
災
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

バ
ス
車
内
で
は
資
料
を
元
に

「
復
興
予
算
は
ど
う
使
わ
れ
た

か
」、「
震
災
が
な
け
れ
ば
延
命

で
き
た
関
連
死
９
０
０
人
」、

「
進
む
人
口
流
出
」
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
宮
城
県
の
置
か

れ
る
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
震
災
直
後
の
石

巻
・
女
川
の
病
院
従
事
者
の
体

験
も
紹
介
さ
れ
、
あ
ま
り
の
過

酷
さ
と
悲
惨
さ
に
、
話
を
聞
い

て
涙
ぐ
む
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
ま
ず
新
設
さ
れ
た
女

川
町
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ

Ｒ
女
川
駅
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。Ｊ
Ｒ
石
巻
線
は
15
年
３
月

21
日
に
全
線
が
開
通
。
駅
舎
は

世
界
的
に
有
名
な
建
築
家
の
設

計
で
、
開
通
に
あ
わ
せ
て
町
開

き
も
行
わ
れ
Ｊ
Ｒ
女
川
駅
か
ら

本
格
的
に
町
の
復
興
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
高
台
に

あ
る
女
川
町
地
域
医
療
セ
ン
タ

ー
の
駐
車
場
か
ら
は
、
津
波
に

よ
り
消
え
た
町
並
み
や
曲
が
っ

　

４
月
19
日
午
後
は
、
医
労
連

役
員
セ
ミ
ナ
ー
の
オ
プ
シ
ョ
ナ

ル
ツ
ア
ー
と
し
て
「
被
災
地
視

察
コ
ー
ス
」
と
「
イ
チ
ゴ
農
家

支
援
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、
バ

ス
で
行
動
し
ま
し
た
。

　

中
田
進
先
生
（
関
西
勤
労
者

学
習
協
会
副
会
長
）
は
、
講
座

「
い
き
い
き
と
は
た
ら
き
続
け

る
た
め
に
〜
労
働
組
合
と
私
た

ち
〜
」
の
中
で
、
関
西
ご
出
身

な
ら
で
は
の
楽
し
い
語
り
口
で

日
本
国
憲
法
原
文
を
分
か
り
や

す
く
読
み
解
い
て
い
た
だ
き
、

「
働
く
と
は
」
を
改
め
て
見
つ

め
な
お
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
い
ま
の
労
働
条
件
は
先
輩
た

ち
が
労
働
組
合
の
力
で
勝
ち
取

っ
て
き
た
も
の
。
職
場
の
権
利

や
労
働
条
件
、
人
間
関
係
が
壊

れ
る
と
き…

仲
間
が
職
場
を
去

り
ま
す
。
患
者
や
家
族
の
辛
さ

を
感
じ
取
る
力
、
良
い
医
療
は

自
分
自
身
が
心
も
身
体
も
元
気

で
あ
っ
て
こ
そ
で
き
る
。
命
を

預
か
る
医
療
機
関
だ
か
ら
こ
そ

労
働
組
合
が
重
要
で
す
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。「
消
費
税
増

税
の
一
方
、
医
療
・
社
会
保
障

が
切
り
捨
て
ら
れ
、
ト
ヨ
タ
が

喜
ぶ
大
企
業
減
税
や
『
戦
争
す

る
国
づ
く
り
』
の
予
算
に
充
て

ら
れ
る
な
か
で
、
政
治
を
変
え

る
以
外
に
国
民
の
幸
せ
は
な

い
」
と
も
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

　

４
月
18
日
、
19
日
に
宮
城
県

松
島
海
岸
・
ホ
テ
ル
松
島
大
観

荘
に
て
「
日
本
医
労
連
・
加
盟

組
織
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催

さ
れ
、全
厚
労
か
ら
茨
城
、三
重
、

徳
島
、
長
野
、
本
部
と
計
13
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
１
日
目
は
、

３
名
の
講
師
の
方
か
ら
労
働
組

合
に
関
す
る
講
義
を
聞
き
、
学

習
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
野
千
香
子
・
医
労
連
中
央

執
行
委
員
長
の
講
座
「
日
本
医

労
連
の
運
動
の
歴
史
と
今
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
」
で
は
、
当
時

の
看
護
師
が
組
合
活
動
で
奮
闘

し
た
様
子
を
白
黒
写
真
や
記
事

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
医
療

労
働
者
の
長
く
続
く
た
た
か
い

の
歴
史
を
知
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

吉
村
得
王
彦
・
共
済
局
局
長

の
講
座
「
共
済
を
広
げ
て
組
合

を
広
げ
よ
う
」
で
は
、
医
労
連

共
済
と
民
間
保
険
と
を
比
較
し

な
が
ら
、
共
済
に
つ
い
て
詳
し

く
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

れ
興
味
の
あ
る
講
座
に
分
か
れ

て
学
習
し
ま
し
た
。「
賃
金
の

仕
組
み
や
特
徴
を
学
ぼ
う
」、

「
組
合
活
動
の
Ａ
・Ｂ
・Ｃ
」、「
読

ま
れ
る
新
聞
づ
く
り
」、「
労
基

法
を
学
ぶ
」、「
職
場
の
労
働
安

全
衛
生
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
」
な

ど
５
つ
の
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。

「
労
基
法
を
学
ぶ
」
で
は
青
龍

美
和
子
弁
護
士
（
東
京
法
律
事

務
所
）
が
労
働
基
準
法
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
参

加
者
か
ら
の
「
お
昼
休
み
時
間

に
自
主
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
る
」
や

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
労
災
と

し
て
認
め
ら
れ
る
か
？
」
等
の

相
談
事
を
法
律
的
観
点
か
ら
説

明
さ
れ
、
労
基
法
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
、
労
基
法
で
守
ら
れ
る
べ
き

権
利
行
使
の
た
め
労
働
者
は
声

を
上
げ
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

（
書
記
局
・
加
藤
ふ
み
）

復
興
未
だ
進
ま
ず

労
働
者
の
権
利
守
る

私
た
ち
の
役
割

命
守
る
職
場
だ
か
ら

労
働
組
合
が
大
事

医
労
連
役
員
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

被
災
地
視
察
ツ
ア
ー

7/77/7

7/167/16

7/227/22

6/256/25

青森

秋田 岩手

5/315/31

6/246/24

6/136/13

7/27/27/47/47/97/97/207/20

7/307/30

7/147/14

7/27/2

7/167/16

7/267/26

8/18/1

7/97/9

6/66/6

6/46/4

6/146/14
6/136/136/116/11

6/156/15

6/216/21
6/206/20

6/256/25
6/276/276/266/26

7/37/3

7/137/13 7/117/11

7/217/21

7/167/167/87/8 7/217/21

5/75/7

5/195/19

5/315/31

6/116/11

6/166/166/216/21

6/266/26

6/86/8

6/286/28

6/186/186/306/30

7/77/77/167/167/267/26

7/87/8

宮城
山形

福島

新潟

群馬 栃木 茨城

千葉
埼玉

東京

神奈川

山梨

長野

富山

石川

福井 岐阜

静岡愛知三重

滋賀

奈良

和歌山

大阪

京都

兵庫
鳥取

岡山

島根

広島

山口

香川

徳島

愛媛

高知

佐賀長崎

福岡

熊本

宮崎

大分

鹿児島

朝日町朝日町

6/46/4

夢の島夢の島

5/65/6

上野公園

7/23

平和公園

8/4

愛南町

7/10

えびの市えびの市

6/246/24
宿毛市宿毛市

5/105/10

平和公園平和公園

7/57/5

5/315/31

6/146/14

新宮市新宮市

5/85/8

松山公園

8/6

5/305/30

旭川旭川

小樽小樽

函館函館

網走網走

砂川砂川

札幌札幌

苫小牧苫小牧

北海道

留萌留萌

稚内稚内

猿払猿払

紋別紋別

幌延幌延

礼文島礼文島

5/65/6

えりもえりも

根室根室

6/22～236/22～23

那覇市那覇市
6/216/21

奄美奄美

名護市名護市

6/146/14

沖縄沖縄

日程・コース

2015年
国民平和大行進

熱
弁
を
ふ
る
う
中
田
進
先
生

女川・きぼうのかね商店街。お店の創作ポスター総選挙

石巻市中瀬、地盤沈下している。左上の方に石ノ森萬画館

日和山から望む門脇・南浜町。墓石以外はほとんど何もない

車などが打ち寄せられ、三日三晩火事が続いた門脇小学校

16ｍ以上の津波は、旧女川町立病院の１階まで届いた

女川町地域医療センターを下の道路から見上げたところ

日和山の階段を参加者で登る。
息が切れて膝が笑う

（3） 2015年４月20日 第422号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2015年４月20日 第422号全 厚 労 ニ ュ ー ス



当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
２
月
号
の
答
え
：
ハ
ナ
ダ
ヨ
リ
）

締め切り：２０１５年5月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷1－9－5－6F　全厚労　ニュース係

　全厚労からフレッシュな新人、加
藤ふみさんを紹介します。
　欠員状態だった書記局にもようや
く人が入りました。新卒ですが、学
生時代に歯科医院のバイトで医療現
場の一部を垣間見たことが志望のき
っかけ。現在は基本の研修中ですが、
今時のコらしく分からないことはネ
ットですぐに調べてメモしたり、率
直に質問して疑問を残さない人です。仕事も早速、全厚労ニュースの記事
も書いてもらうなど（２面参照）、物覚えも早く、初めての事や行動に「緊
張します！」と言いつつも、素直に取り組み、入谷で行った署名宣伝行動
でもマイクを持って堂々と演説（カンペはありますが）したりしています。
これからの会議や集会で会った時には、仲良くしてあげて下さい。

　やっと春の日差しとなった北海道から、中央
副執行委員長（看護委員会担当）の川向　零子
さんを紹介します。
　職場である札幌厚生病院で、新人４人を含む
36名のスタッフを抱える３科混合（循環器・糖
尿病・内分泌・消化器・ＣＣＵ併設）病棟の科
長として日々奮闘中です。病棟には現在４名の
妊婦さんがいますが、今後、産休・育休に入り
職場復帰予定です。妊婦さんの多い病棟ですが、
スタッフ全員で協力しながら、妊娠・出産して

も働ける環境（北厚労看護委員会の課題）が整備されています。
　北厚労本部の看護委員会活動にとどまらず、看護職を対象とした分
会学習会へ中嶋中央副執行委員長と一緒に講師として出向くなど活動
の幅を広げています。
　看護委員会活動も、趣味のランニングも楽しく、アクティブに！！

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第96回は北海道と全厚労にお願
いしました。

北海道　川向零子さん

全厚労　加藤ふみさん

　

先
日
、
初
め
て
女
性
部
・
看
護
部

主
催
の
ラ
ン
チ
・
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
な
か
な

か
他
部
署
の
方
と
交
流
が
持
て
ま
せ

ん
が
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
作
り
、
お

互
い
の
手
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
お
い

し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ
、
今
後
の
病
院

の
こ
と
に
つ
い
て
語
り
！
お
腹
・
心
・

頭
が
満
た
さ
れ
ま
し
た
。     

（
富
山
）

――
五
感
を
刺
激
し
な
が
ら
の
交
流

は
、
聞
く
だ
け
、
愚
痴
る
だ
け

よ
り
も
後
に
残
る
も
の
が
違
う

は
ず
で
す
。              （
Ｙ
Ｎ
）

　

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
志
葉
玲

さ
ん
の
記
事
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
事
は
ど
こ

か
遠
い
国
の
出
来
事
と
思
っ
て
し
ま

う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
安
倍

政
権
が
行
っ
て
き
た
こ
と
を
見
過
ご

し
て
い
る
自
分
も
ど
こ
か
で
つ
な
が

っ
て
い
る
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
今
一
度
、
日
本

国
憲
法
の
意
味
を
自
覚
し
、
ど
の
よ

う
に
声
を
あ
げ
た
ら
よ
い
か
考
え
ま

し
た
。　
　
　
　
　

        　
（
福
島
）

――
平
和
を
願
う
気
持
ち
は
全
て
の

人
の
共
通
な
願
い
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
再
確

認
す
る
こ
と
や
自
分
に
何
が
で

き
る
の
か
考
え
る
機
会
を
得
る

こ
と
は
貴
重
な
時
間
で
す
ね
。

（
Ｏ
Ｈ
）

　

看
護
の
ジ
ョ
ブ
（
職
務
）
の
平
等

化
に
つ
い
て
の
記
事
を
興
味
深
く
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
充
実
し

た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
実
感
で
き

る
に
は
、
仕
事
と
自
分
の
時
間
の
バ

ラ
ン
ス
が
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
ま

す
。
過
酷
な
勤
務
体
制
の
も
と
で
働

き
続
け
て
い
た
ら
質
の
良
い
仕
事
は

出
来
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
）

――
関
ブ
ロ
討
論
集
会
で
、
経
営
に

つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
病
院
の

経
営
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

し
っ
か
り
把
握
し
、
知
識
を
深

め
て
い
く
事
の
大
切
さ
が
改
め

て
わ
か
り
ま
し
た
。
日
々
の
業

務
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
勉
強
し
て
い
き
た
い
で

す
。                       （
Ｓ
Ｎ
）

　
「
日
本
国
憲
法
の
精
神
で
国
際
貢

献
を
」
の
記
事
を
読
ん
で
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
事
、
イ
ラ
ク
や
イ
ス

ラ
エ
ル
の
事
、ｅ
ｔ
ｃ
、
見
て
い
ま

し
た
が
は
っ
き
り
言
っ
て
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
世
界
の
ど
こ
か

で
今
、
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

る
く
ら
い
に
し
か…

。
し
か
し
そ
れ

ら
を
つ
き
つ
め
て
い
く
と
、
普
段
か

ら
政
治
に
関
心
を
持
ち
自
分
が
信
じ

る
代
表
に
一
票
投
じ
て
い
く
こ
と
が

権
利
で
あ
り
義
務
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
新
潟
）

――
若
い
人
た
ち
が
政
治
に
興
味
を

持
つ
の
は
難
し
い
で
す
が
、
関

心
は
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

投
票
率
も
年
々
下
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
為
に
し

っ
か
り
と
投
票
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。　

          （
Ｈ
Ｎ
）

聞かせて・教えて！の投稿コーナー開始聞かせて・教えて！の投稿コーナー開始
　４月号より携帯・スマホ・ＰＣなどから、これまでのパズルの
投稿や読者の声の他、新たに「聞かせて・教えて！」のコーナー
を設けることにしました。
　第１回の「聞かせて・教えて！」は、まず「全厚労ニュースで
取り上げて欲しいこと」を集めたいと思います。
　下記のQRコードを読み取って、投稿サイトにアクセスするか、
以下のメールアドレスに空メールを送って下さい。

kikasete@zenkouro.org

　質問フォームが現われますから、必要事項を記入して送信して
下さい。氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオカード）は
必須事項です。なお毎月の当選は、パズルの答えを書いた人のみ
が対象です。
　１投稿について１ポイント（パズル・読者の声でダブルカウン
ト）として累積し、期間（３ヶ月、半年、１年など）毎の累計ポ
イントによる景品基準は今後の教宣部で具体化し、紙面にてお知
らせします。

質問１　４月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面
　　　　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面　
質問２　あなたが一番好きな季節は？
　　　　Ａ＝春　Ｂ＝夏　Ｃ＝秋　Ｄ＝冬
意見・要望　 全厚労ニュースで取り上げて
　　　　　  ほしいこと

● 今回の「聞かせて・教えて！」 ●

投稿締切　５月20日（パズルは５月末）投稿締切　５月20日（パズルは５月末）

（4）2015年４月20日 第422号全 厚 労 ニ ュ ー ス


